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＜連絡事項＞
・今年も年末調整の時期が近くなりましたので、11/2（木）より配布いたします。
提出期限は11/15(水)となっておりますので、期日までにご提出をお願い致します。尚、提出書類についての詳細につきましては添付ファイルをご覧下さい。また、ご不明な点などがございましたら　総務チームまでお問い合わせ下さい。
＜患者様連絡事項＞
・坂本　いと様～本日皮膚科診察実施。急性湿疹と爪白癬とのことで軟膏と飲み薬処方となっている。

・小澤　和子様～継続指示のセンナリド処方となっている。

・伊藤　美江様～本日朝食は1/2程度摂取するが昼食不食。田名部Dr報告し、点滴1本処方となる。昼より内服薬処方となる。

・渡邊　愛希様～旦那様より外出許可あり。外出にはいとこの「カワムラタカコ様」が付き添うとの事。11/9外出予定となっている。
・居ヶ内　よね様～主治医南病棟への移動許可となる。
・大久保　すい様～主治医西病棟への移動許可となる。
＜隔離・拘束患者様ケース検討＞
・木村　格治様～終日隔離中。午前・午後2時間の開放観察実施。開放観察中に怒鳴ることあり、介入にも聞き入れ出来ずにいる。引き続き、精神症状の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入行っていく。
・畑中　成夫様～時間隔離中。女性スタッフへの話しかけしつこくみられている。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。
・澤村　彬様～時間隔離中。奇声を発し棟内徘徊しているが、介入にてトラブルはない。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。
・佐藤　美江様～身体拘束中。朝食は1/2摂取するも、昼食は拒否あり不食。内服には拒否なく服用している。水分摂取少なく、田名部Dr報告し点滴1本処方となる。
＜要注目患者様＞
・藤井　孝蔵様～八戸赤十字病院褥瘡認定看護師、師長が来られ、褥瘡部確認している。処置内容一部変更の指示あり。処置が1日3回に変更となる。3回目の処置の際は19：30頃になるので協力して実施して下さい。また、日赤受診について弟様へ確認が取れていない為、確認お願いします。
変更内容は下記となる。
●仙骨部→ゲーベン軟膏へ変更

●両下肢→表皮形成部は治癒とし、右踵部、左内踝以外処置1回/日（た　だし、状態によっては処置施行）

●左大転子部→洗浄強化し、ポケット部の洗浄は特に念入りに、圧をかけて洗浄施行

●仙骨部→ゲーベン軟膏へ変更

●両下肢→表皮形成部は治癒とし、右踵部、左内踝以外処置1回/日（ただし、状態によっては処置施行）

●左大転子部→洗浄強化し、ポケット部の洗浄は特に念入りに、圧をかけて洗浄施行

●左大転子部、仙骨部→軟膏塗布したガーゼを3回/日交換、感染予防対策に努める（浸出液汚染パットも頻回に交換）

●除圧の徹底

 ●来週中に、八戸赤十字病院皮膚科外来受診予定。創部評価の為、写真を週1回とり、外来受診時持参の指示あり
・和田　昌様～水分摂取・食事摂取量改善していることから明日より点滴2本となる（11/3まで）。痰鳴あり、適宜吸引している。内服薬は明日の朝まで中止の指示あり、除剤している。
・大塚　キミ子様～希死的発言なく、対応は穏やか。
・関野　節子様～内服や食事に拒否見られているが、時間をかけることで食事摂取や内服は出来ている。誰もいない空間に向かい話しかけることあり。
＜馬渡Ｄｒ診察情報＞
・熊谷　樹里様～臨時薬同内容で7日分処方となる。
・坂本　いと様～退院支援おこなっているが、娘より12月いっぱい入院希望あり。主治医は11月中退院の方針であるため、11月中の退院調整をおこなっていく。
・石藤　ツエ様～退院調整許可となる。メマリー増薬となったため、副作用に注意し観察していく。
・松井　由香様～13日に外出予定となっている。主治医の方針で、外泊中に他科受診するとのことなので書類等の持ち忘れがないよう準備お願いします。
＜入院患者様情報＞
　日　　時：10月31日　12：20

  病　　棟：東病棟Ｃユニット

　氏    名：畠山　正治様

  生年月日：昭和9年8月26日　83歳

  性    別：男性

  病    名：脳血管性認知症

　主治医  ：馬渡Dｒ（外来診察：深澤Dr）

　入院に至る経緯：

　　平成29年5月10日当院退院後は自宅で介護保険サービス利用

　し在宅生活継続し、当院へ外来通院していた。

　　平成29年9月26日食事中に誤嚥あり、八戸赤十字病院へ搬送。

　その後はリハビリ目的にて岸原病院へ入院。身体症状は改善

　傾向だが、認知症症状が顕著となり入所希望があり、南山苑

　職員が面会。当院への転院し、認知症状が落ち着いた後に施

　設入所を勧めたい意向がある。症状改善目的にてH29.10.31　

　12：20東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。

・LTセットBプラン
・オムツ①
氏    名：船場　妙子様

  生年月日：昭和7年9月1日85歳

  性    別：女性

  病    名：アルツハイマー型認知症

　病　　棟：東合併症室

  主治医  ：深澤Dr

　

入院に至る経緯：

　　妙水苑入居していた。今年8月頃より下血が続き、八戸赤十字病院

　受診。腸がん末期診断あり、保存的療法にて経過。下剤服用で下痢が

　続いており、低カリウム血症・低酸素となり10/15（日）市民病院へ

　入院。食事は概ね摂れ、手足のむくみも改善。10/ 24 治療終了し、

　施設対応困難で身体管理目的で転院希望があり、10/31　10:00東病棟

　合併症室へ医療保護入院となる。

・LTセットBプラン
・オムツは在庫使用後LT加入予定
